
この広報誌の発行
には共同募金が
活用されていますや な い

みんな 仲良く 暮らせるまち

P ２ 柳井市地域福祉活動計画　第三期　中間評価のご報告
P ３ ふれあい・いきいきサロンのご紹介、サロン貸出用品のご紹介、
 サロン代表者交流会のご報告
P ４ 生活支援体制整備事業のご紹介、
 柳井市老人クラブ連合会合同研修会のご報告、老人給食研修会のご報告
P  5 ボランティア体験講座のご報告、有料在宅福祉サービス協力会員の募集
P ６，７ 共同募金のお礼とご報告（学校募金と街頭募金）
P ８ 赤い羽根カレー食堂のご報告、歳末たすけあい募金による見舞金配分のご報告
P ９ 歳末たすけあい募金による民間地域福祉活動のご報告、
 UMOUプロジェクトのお知らせ、災害義援金についてのお知らせ
P １０ 柳井市地域見守り協定事業者のご紹介、地区社協会長会議のご報告
P １１ 社会福祉事業功労者表彰のご報告、高校生ボランティア卒業者のご紹介
P １２ お礼とお知らせ、あとがき
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ヘタでいい、ヘタがいい。やさしい「えはがき」、えがきます。
（ボランティア体験講座）
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　この計画はすべての人が年齢、性別、障がいの有無などに関わりなくお互いに助け
合って自分らしくいきいきと暮らしていける社会を目指し、人に優しい福祉のまちづ
くりの実現に向けて策定されました。令和２年度は中間年にあたる年であり、柳井市
地域福祉活動計画第Ⅲ期評価委員会を設置し、２回の評価委員会を開催しました。

　全般的に概ね実施できており、今後も継続して実施していくことが必要であるという評価でした。
　また、コロナ禍で計画当初より社会情勢が目まぐるしく変化する中で、生活困窮者への食糧支援や子ども食
堂へのコーディネートなど新たな事業展開も必要になってきており、事業の拡大も必要になっています。福祉
活動が衰退しないよう感染対策に配慮し、工夫しながら地域住民及び関係機関・団体等と、より一層連携を取
りながら目標の達成に向けて取り組んで参ります。

地域の底力・教育力を高めよう（人づくり）　☆評価：継続
　福祉の市やボランティアまつりを通して福祉の意識啓発を図り、小中

学校への職員派遣によるボランティア学習指導やボランティア体験を通

して福祉教育を推進することができました。今後も若い世代への福祉教

育を継続していく必要があります。

柳井市地域福祉計画・地域福祉活動計画第Ⅲ期
（平成30年度から令和4年度）の中間評価を行いました

中間報告と今後に向けて

地域でつながり支え合おう（地域づくり）  ☆評価：継続
　ふれあいいきいきサロンの拡充や、生活支援体制整備事業では６地区
において協議体を立ち上げ高齢者等の在宅生活を支える仕組みを整備し
ました。
　今後も地域に出向き周知啓発や、丁寧な事業説明を継続していく必要
があります。

福祉サービスを利用しやすい環境をつくろう（環境づくり）　☆評価：拡大
　心配ごと相談や福祉無料法律相談、また地域福祉権利擁護事業の相談
体制を整備し、あらゆる相談ごとを受ける体制を取ることができました。
　生活困窮者自立支援の体制整備づくりでは、新たに米や缶詰などの食
糧支援や、食事の提供や学習支援など子どもの居場所づくりのコーディ
ネートも行っています。また、住民共助の役割を担う有料在宅福祉サー
ビス事業の推進に努めています。

安心・安全に暮らせるまちをつくろう（福祉のまちづくり） ☆評価：拡大
　災害に備えるため柳井市災害ボランティアセンター設置・運営マニュ
アルを策定し、令和元年度から災害ボランティア事前登録を開始しまし
た。また、災害ボランティア登録者に対して研修会を行い、災害対策を
推進しています。
　生活交通手段の確保については、地域内交通の取り組み支援として、
実証実験に協力し、地区社会福祉協議会へ車両の貸出を行っています。

有料在宅福祉サービス研修会

ふれあいいきいきサロン

福祉無料法律相談

災害ボランティア活動
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　３月８日（月）に『柳井市総合福祉センター』にて、令和
２年度ふれあいいきいきサロン代表者交流会を開催しました。
今年度は、19の団体から28名の方が参加されました。前半に、
柳井市保健センター　保健師　浅井瑛美子氏より「感染症対
策をふまえたふれあいいきいきサロンの実施について」と題
してお話しいただき、後半は、あさひ会の秋山幸二さんとガ
ゼボの会の山本郁枝さんに令和２年度の活動報告をしていた
だきました。今後、新型コロナウイルス感染症に留意してふ
れあいいきいきサロンを開催していくための学びを深める場
となりました。

　床にダーツの的のシート
を広げ、お手玉ボール（発
泡スチロールのビーズボー
ル）を転がしたり、投げた
りして得点を競って楽しむ
ゲームです。

（新庄地区・新庄公民館）
　新庄地区で活動されているサロン「ガゼボの会」。平成 23 年
（2011 年）4 月から活動されており、今年の 4 月で 10 周年を迎え
られます。10 周年を記念して記念誌も作成されました。新型コロナウ
イルス感染症に負けず、感染症対策を行いながら積極的に活動されて
おられます。

　昔遊んだ輪ゴム鉄砲を取
り入れた、的当てゲームで
す。得点を決めて倒した的
の合計点や倒した数を競う
など対抗戦にして遊ぶこと
ができます。

◆柳井市社会福祉協議会では、ふれあいいきいきサロンで使える遊具やDVDの貸し出しをしています。

ふれあいいきいきサロンのご紹介ふれあいいきいきサロンのご紹介

令和2年度 ふれあいいきいきサロン
代表者交流会を開催しました

新しいサロン貸し出し用品の紹介

『ガゼボの会』

（市内全域・柳井市総合福祉センター）
　市内全域を対象に活動されているサロン「はーとふる♥サロン」。
市社協OB会主催で毎月第４水曜日に活動されています。市内全域の
方を対象としているため、各地区から参加者が集っています。この日
は、フラワーランドで寄せ植え体験を行い、皆さん気持ちを込めて丁
寧に花の苗を取り扱っておられました。

『はーとふる♥サロン』
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　本会は日常生活の中でのちょっとした困りごとを、ご近所同士で助け合う仕組みづくりに取り組んでいま
す。この仕組みは、困っている人から相談を受ける「生活支援コーディネーター」と、地域の困りごとにつ
いて話し合う場の「協議体」、実際に困っている人を助ける「サポーター」という３者から成り立っています。
現在、市内各地区で困りごとを把握し、地域関係者の皆様と協議しながら全地区でこの仕組みができるよう
に取り組んでおります。ご協力の程よろしくお願いいたします。

生活支援体制整備事業に取り組んでいます生活支援体制整備事業に取り組んでいます

阿月地区サポーター研修会 柳東地区生活支援協議会（協議体）

　１月１９日に柳井市総合福祉センターにおいて、生活支援コーディネーター、協議体関係者、単位老人ク
ラブそれぞれの組織が連携し、より一層地域に根ざしたものになることを目的として研修会を開催しました。
今後も、より良い地域になるよう各組織が連携して地域づくりに取り組んで参ります。

柳井市老人クラブ連合会と合同研修を行いました柳井市老人クラブ連合会と合同研修を行いました

　３月３日（水）に『柳井市総合福祉センター』にて、
地域見守り活動型配食サービス（老人給食）にご協力
いただいている老人給食ボランティアグループを対象
とした令和２年度老人給食研修会を開催しました。
　今年度は６団体で８名の参加があり、「健康寿命を延
ばす大人の食育」と題して免疫力を高める食事につい
て、山口県東部ヤクルト販売会社　管理栄養士　藤田
恵美子氏より、お話をいただきました。
　お弁当の調理者・利用者それぞれの視点から、ご高
齢の方に配慮した食事について学びました。

令和２年度 老人給食研修会を開催しました令和２年度 老人給食研修会を開催しました
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　外出を控えたり多くの人が集まる行事が減ったりする中、人と人とのつながりを大切にしたいと多くの人
が感じています。柳井市社会福祉協議会では、市内の80歳以上のひとり暮らしの方へ『季節のお便り』として、
絵手紙ボランティアの皆さんが描かれたハガキをお届けしています。このボランティア活動を拡充する目的
で絵手紙の体験講座を令和３年３月11日に開催し、19名の参加者がありました。

　日常の家事で困っている障がいのある方や高齢の方など（利用会員）に対して、下記のよう
な家事のお手伝いをしていただける方（協力会員）を募集しています。お気軽にお問い合わせ
ください。

ボランティア体験講座を開催しましたボランティア体験講座を開催しました

色を塗る時は、ポンポンとリズミカルに。 光っている部分は、色を塗らず立体的に。

「元気の出るような色にしましょう」 初めての作品は、どれも素敵な味わいに。

有料在宅福祉サービスの協力会員募集

家事援助の内容
　◎お家の掃除や整理整頓
　◎衣類の洗濯
　◎生活必需品の買い物
　◎通院時の付き添い
 ※送迎ではありません
　◎食事の支度
　◎その他（話し相手など）
提供時間
　◯平日午前９時から午後５時まで

協力会員の活動費と交通費の支給
　・活動費　1時間 500円
　・交通費　1kmあたり 20円
※損害保険料や研修費のために
　年間 1,000 円の登録料が必要です。

利用会員の利用料金
　・年会費　1,000 円
　・利用料　1時間 500円
　・交通実費　協力会員に支払います

・
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～共同募金のご協力～～共同募金のご協力～

新庄小学校

余田小学校

日積小学校

柳井小学校

大畠小学校大畠小学校
柳北小学校

日積小学校

柳北小学校

新庄小学校

柳井小学校

余田小学校 伊陸小学校伊陸小学校

柳井南小学校柳井南小学校



やない市社協だより令和３年４月 22日

7

小田小学校小田小学校

柳東小学校柳東小学校

大畠中学校大畠中学校柳井西中学校柳井西中学校

柳井高校柳井高校 柳井商工高校柳井商工高校

柳井市子ども会育成連絡協議会 柳井市広域仏教会
ボーイスカウト柳井第三団

柳井学園高校柳井学園高校

募金百貨店プロジェクト

有限会社山中有限会社山中柳井市子ども会育成連絡協議会 柳井市広域仏教会
ボーイスカウト柳井第三団

募金百貨店プロジェクト
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たくさんのご協力ありがとうございました
皆さまからお寄せいただいた募金は次のとおりです。

たくさんのご協力ありがとうございました
皆さまからお寄せいただいた募金は次のとおりです。

共同募金（Ａ募金・Ｂ募金）
歳末たすけあい募金（Ｃ募金）
　 　 合 計 　 　

実 績 額

身体障害者手帳（１・２級）の方

療育手帳（Ａ・Ｂ判定）の方

精神保健福祉手帳（１・２級）の方

ひとり親家庭等
（福祉医療受給者証をお持ちの家庭）

要介護度５を認定された方

要介護度５を認定された方と同居し介護されて
いる方

民間地域福祉活動事業助成

事務費   

153

88

72

79

134

14

14

ー

ー

ー

765,000

440,000

360,000

529,000

70,000

70,000

0

20,000

49,418

一人あたり ５,０００円

一人あたり ５,０００円

一人あたり ５,０００円

一世帯当たり ５,０００円

子ども一人あたり １,０００円

一人あたり ５,０００円

一人あたり ５,０００円

市内福祉施設による事業

地区社協による事業

配　分　先

合　　計 2,303,418420

備　　考配分額（円）人数・世帯数

歳末見舞金配分のご報告

　柳井市連合婦人会、市社協OB 会のみなさんの協力のもと
新型コロナウイルス感染防止対策を十分にとり、総合福祉セ
ンター４階でカレー食堂を開催しました。また、フジ柳井店
からパン200個、あさひ製菓から菓子200個を提供してい
ただき販売しました。151,000円の売り上げがあり、売上
金は全額歳末たすけあい募金に寄付させていただきました。
ご協力ありがとうございました。

７，１６４，８６６円
３，６１０，９６７円
１０，７７５，８３３円

赤い羽根カレー食堂（12月16日）
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柳井市共同募金委員会（柳井市社会福祉協議会内）
ＴＥＬ：（0820）22-3800　　ＦＡＸ：（0820）23-1107

【問い合わせ先】

いらなくなった羽毛製品をご寄付ください

UMOUプロジェクト in 山口

ここがポイント！

歳末たすけあい募金による民間地域福祉活動

ご協力ありがとうございました　（敬称略）
◆令和２年７月豪雨災害義援金
中央共同募金会　 匿名
◆熊本県南豪雨義援金 匿名

～地域の集い　いきいきサロン歳末ぜんざい交流会～

　いきいきサロンでぜんざい交流会を実施しました。サイコロころがしゲー
ムを行い、また、日曜朝市も同時開催し、お正月に向けての地元農産物等
を販売しました。

現在の義援金募集状況
◆令和３年２月福島県沖地震
※募集期間：令和３年２月２４日～令和３年５月３１日まで

◆平成３０年７月豪雨災害
※募集期間：令和３年６月３０日まで 

◆令和２年７月豪雨災害
※募集期間：令和４年３月３１日まで

熊本県

岡山県
愛媛県
広島県
中央共同募金会

　使わなくなった羽毛製品を回収し、羽毛がリサイクルされ、その収益金は、
赤い羽根共同募金を通じて自分の町の福祉を良くする仕組みに活用されます。

　令和元年１２月から令和２年６月までにご寄付いただいた羽毛製品は布団が延べ２５枚、ダウンジャケットが延べ
７枚、回収による寄付金額は９，１４８円でした。ご協力ありがとうございました。

品質表示

水鳥羽毛１００％

ダウン　　７０％

フェザー　３０％

製品についている品質表示の中に「ダウン」「フェザー」の割合が記載
されています。「ダウン＝羽毛」「フェザー＝羽根」になります。
ダウン率５０％以上が「羽毛布団」
ダウン率５０％未満は「羽根布団」になり、回収の対象となりません。

阿月地区社会福祉協議会
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　高齢者や障がい者などが、住み慣れた地域で安心して暮らしていけることを目的に、民間事業者、行政、
市社協の三者で高齢者や障がい者などを見守る「柳井市地域見守り活動」に取り組んでいます。民間事
業者が日常の業務を行う中で、郵便受けに新聞や郵送物が溜まっていたり、洗濯物が数日間干されたま
まだったりといった異変を察知した場合は、速やかに市役所や市社協へ連絡をしてもらいます。
　この度新たに「株式会社 サニクリーン中国 柳井営業所」、「株式会社 合同（ダスキン 柳井支店）」が
加わり、３月１日現在でご協力いただいている事業者は合計47事業者になりました。

（左から：市社協事務局長・ （左から：市社協事務局長・
株式会社 サニクリーン中国 柳井営業所 川田所長・市健康福祉部長） 株式会社 合同（ダスキン 柳井支店）  石橋代表取締役・市健康福祉部長）

柳井市地域見守り活動　協力事業者が増えました

地区社協会長会議を行いました

柳井市地域見守り活動　協力事業者が増えました

地区社協会長会議を行いました

　2 月 19 日（金）に柳井市内の地区社協会長が
集まり、令和3年度に向けて、事業計画や予算
について協議を行いました。
　コロナ禍において、福祉行事等の開催は不安
との声も聞かれましたが、活動が停滞しないよ
う感染対策をし、工夫をしながら行っていくこ
とで一致しました。

こ
ん
な
事
例
が
あ
り
ま
し
た

事業者報告： お弁当を届けに行くといつも待っておられるのに、鍵が

かかっていて呼び鈴を鳴らしても出てこられなかった。

　対　応　： 自治会長の奥様と福祉員が様子を見に行くと、屋内で

倒れているのが見えたため、すぐに救急車を呼んだ。

事業者報告： 新聞を配達すると朝刊が溜まっており、家の中の電気

も点いているが、応答がなかった。

　対　応　： 自治会長に様子を尋ねると、入院をされているとのこ

とだった。
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★受賞おめでとうございます★

卒業卒業祝

【表彰状の部】　（順不同　敬称略）

【感謝状の部】（奉仕などによる協力）

●福祉員としての功績

　２月１４日（日）に行われた令和２年度社会福祉事業功労者表彰式において柳井市社会福祉協議会長より、永年、
社会福祉事業に功労のあった方に表彰状を、地域福祉活動されておられる方に感謝状を贈呈いたしました。

３年間ボランティア活動お疲れさまでした３年間ボランティア活動お疲れさまでした

今川　牧雄（柳井） 松尾　順子（柳井） 野村なを子（柳井） 檜垣　忠彦（柳井）
仁田　泰紀（柳井） 康田紀代子（柳井） 神﨑　信子（柳井） 岡室恵美子（柳井）
山本　　昇（柳井） 藤岡　彰則（柳井） 中川　佳子（柳井） 平岡美代子（日積）
野村　涼子（新庄） 西本千津留（新庄） 利本　信幸（新庄） 徳永　正美（新庄）
友末　啓子（余田） 平岡　文夫（余田） 吉野　　勉（阿月） 國行　育恵（阿月）
山本　邦江（阿月） 境　　幸伸（平郡東）

●民生委員児童委員としての功績
松重　年春（新庄） 長谷川　稔（平郡東）

●社会福祉事業部門（社会福祉協議会役職員としての功績）
長光　邦彦 （柳井地区社会福祉協議会　　理事）
新田　　力 （伊保庄地区社会福祉協議会　理事）
松野　利夫 （阿月地区社会福祉協議会　　理事）
故　嶋津　義弘 （阿月地区社会福祉協議会　　理事）

●柳井学園高等学校

●柳井商工高等学校

青木シヅヱ （平郡東地区社会福祉協議会　推薦）
田中　潤子 （柳井市ボランティアグループ連絡協議会　推薦）
新谷　君代 （柳井市ボランティアグループ連絡協議会　推薦）

●民間社会福祉施設役職員としての功績
岡村　好規（障害者支援施設　柳井ひまわり園）

　勉学のかたわら、ボランティア活動に積極的に取り組んでこられた皆さまに、柳井市社会福祉協議会長
から感謝状と記念品をお贈りしました。（順不同　敬称略）

岸　れもん 二瀬　愛望 今井　未来 村田　樹香 池田　風花 相本來々華
朝倉　瑠菜 池本　　渚 岩本　芽依 江良凛々子 片岡　美波 河本　彩夏
笹木　鈴加 高尾　菜摘 髙橋　莉子 田中　梨花 長野　有紗 西冨　優香
廣村　奏美 藤井　美優 藤岡　杏嘉 藤本　　葵 前　歩乃加 松岡　杏美
三上　来美 本原　莉紗 山田　美結 渡邊　史子 柳　愛七美 村本　愛花
中島　聖菜

河内　　葵
●柳井商工高等学校
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お礼とお知らせお礼とお知らせ
皆さまよりあたたかい善意をお寄せいただきました。ここに厚くお礼申し上げます。

令和２年１０月１日～令和３年２月末（順不同・敬称略）

大野　敏弘 （御尊父　大野　純一　様） ［柳　井］
藤井　享子 （御主人　藤井　　實　様） ［柳　井］
岩田　梅代 （御主人　岩田　儀一　様） ［柳　井］
貞安　義則 （御祖母　貞安ヨリコ　様） ［伊保庄］
岩田　　貢 （御令息　岩田　雄治　様） ［柳　井］
齊藤　健一 （御尊父　齊藤　輝和　様） ［伊保庄］
中村　栄司 （御令室　中村惠美子　様） ［柳　井］

香典返し・玉串料返しの部
和田　正裕 １口 中村　茂夫 １口
芦岡　啓子 １口 杉森　定夫 １口
中村　順一 １口 将棋クラブ １口
いちごの会 １口 放光保育園 １口
社会福祉法人　文殊会  ２口
柳井保護区保護司会  １口
特定非営利活動法人　松久会　やなぎ園 １口
社会福祉法人　さつき会　柳井ひまわり園 ２口
特定非営利活動法人　つばさ　ワークショップ白壁 １口
社会福祉法人　恒和会　ケアセンターゆうわ １口
社会福祉法人　恒和会　ケアハウスゆうわ苑 １口
特別養護老人ホーム　松風苑  １口
介護老人保健施設　まつかぜ  １口
養護老人ホーム　あそか苑  １口
特別養護老人ホーム　四季の里 １口

特別会費　（１口：3,000円）

一般寄付の部 

あとがき
　コロナ禍で向こう三軒両隣が遠くなったことで孤独

死が増し、見守り体制の強化が必要となっています。

また、高齢者の多い都市部での買い物やゴミ出しなど、

生活課題や福祉課題等の困りごとを解決する生活支援

体制整備事業の拡充が急務です。（杉森定夫）

編集・発行
社会福祉法人 柳井市社会福祉協議会
〒742-0031 柳井市南町三丁目９番２号

柳井市総合福祉センター内
TEL (0820)22-3800　FAX (0820)23-1107
HP：http://yanaicityswc.wordpress.com
Mail：yanai-syakyo@themis.ocn.ne.jp

有田　明子 1,000,000 円
西田　禮子 30,000 円
松村　滋子 200,000 円
柳井手話グループサルビアの会 11,000 円
柳井竹細工教室 10,000 円
宮本東大師堂 20,000 円
山口県東部ヤクルト販売株式会社 60,000 円
椿の会 手作りマスク 90枚、小物 18個
匿名 200,000 円
匿名 50,000 円
匿名 3,304 円
匿名 2,000 円

特別養護老人ホーム　松風苑
デイサービスセンター　松風苑
松風苑居宅介護支援事業所

千寿会の基本理念

https://yuwaen.net/


